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衆
議
院
議
員
秋
葉
賢
也
君
提
出
自
主
的
避
難
者
の
現
況
把
握
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

福
島
県
内
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
、
政
府
又
は
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
避
難
等
の
指
示
等
に
基
づ
か
ず
に

自
主
的
に
避
難
し
た
自
主
的
避
難
者
の
市
町
村
別
の
数
に
つ
い
て
は
、
同
県
か
ら
の
報
告
に
よ
り
把
握
し
て
い
る
限
り
に
お

い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
五
日
現
在
、
福
島
市
に
お
い
て
三
千
二
百
三
十
四
人
、
会
津
若
松
市
に
お
い
て
九
十
九
人
、

郡
山
市
に
お
い
て
五
千
六
十
八
人
、
い
わ
き
市
に
お
い
て
一
万
五
千
三
百
七
十
七
人
、
白
河
市
に
お
い
て
五
百
二
十
二
人
、

須
賀
川
市
に
お
い
て
千
百
三
十
八
人
、
喜
多
方
市
に
お
い
て
零
人
、
相
馬
市
に
お
い
て
四
千
四
百
五
十
七
人
、
二
本
松
市
に

お
い
て
六
百
四
十
七
人
、
田
村
市
に
お
い
て
三
十
九
人
、
南
相
馬
市
に
お
い
て
零
人
、
伊
達
市
に
お
い
て
十
四
人
、
本
宮
市

に
お
い
て
百
三
十
三
人
、
伊
達
郡
桑
折
町
に
お
い
て
四
十
人
、
同
郡
国
見
町
に
お
い
て
九
百
八
十
六
人
、
同
郡
川
俣
町
に
お

い
て
一
人
、
安
達
郡
大
玉
村
に
お
い
て
七
人
、
岩
瀬
郡
鏡
石
町
に
お
い
て
百
八
人
、
同
郡
天
栄
村
に
お
い
て
五
十
六
人
、
南

会
津
郡
下
郷
町
に
お
い
て
零
人
、
同
郡
檜
枝
岐
村
に
お
い
て
零
人
、
同
郡
只
見
町
に
お
い
て
零
人
、
同
郡
南
会
津
町
に
お
い

て
零
人
、
耶
麻
郡
北
塩
原
村
に
お
い
て
零
人
、
同
郡
西
会
津
町
に
お
い
て
零
人
、
同
郡
磐
梯
町
に
お
い
て
零
人
、
同
郡
猪
苗

代
町
に
お
い
て
三
人
、
河
沼
郡
会
津
坂
下
町
に
お
い
て
零
人
、
同
郡
湯
川
村
に
お
い
て
零
人
、
同
郡
柳
津
町
に
お
い
て
零
人
、

一



大
沼
郡
三
島
町
に
お
い
て
零
人
、
同
郡
金
山
町
に
お
い
て
零
人
、
同
郡
昭
和
村
に
お
い
て
零
人
、
同
郡
会
津
美
里
町
に
お
い

て
零
人
、
西
白
河
郡
西
郷
村
に
お
い
て
九
十
二
人
、
同
郡
泉
崎
村
に
お
い
て
六
十
人
、
同
郡
中
島
村
に
お
い
て
九
人
、
同
郡

矢
吹
町
に
お
い
て
三
百
六
十
五
人
、
東
白
河
郡
棚
倉
町
に
お
い
て
十
四
人
、
同
郡
矢
祭
町
に
お
い
て
零
人
、
同
郡
塙
町
に
お

い
て
零
人
、
同
郡
鮫
川
村
に
お
い
て
零
人
、
石
川
郡
石
川
町
に
お
い
て
十
六
人
、
同
郡
玉
川
村
に
お
い
て
十
四
人
、
同
郡
平

田
村
に
お
い
て
零
人
、
同
郡
浅
川
町
に
お
い
て
零
人
、
同
郡
古
殿
町
に
お
い
て
零
人
、
田
村
郡
三
春
町
に
お
い
て
零
人
、
同

郡
小
野
町
に
お
い
て
九
人
、
双
葉
郡
広
野
町
に
お
い
て
零
人
、
同
郡
�
葉
町
に
お
い
て
零
人
、
同
郡
富
岡
町
に
お
い
て
零
人
、

同
郡
川
内
村
に
お
い
て
零
人
、
同
郡
大
熊
町
に
お
い
て
零
人
、
同
郡
双
葉
町
に
お
い
て
零
人
、
同
郡
浪
江
町
に
お
い
て
零
人
、

同
郡
�
尾
村
に
お
い
て
三
十
五
人
、
同
郡
新
地
町
に
お
い
て
零
人
、
同
郡
飯
舘
村
に
お
い
て
零
人
で
あ
る
。
ま
た
、
福
島
県

に
隣
接
す
る
地
域
に
お
け
る
自
主
的
避
難
者
の
数
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
は
、
宮
城
県
か
ら
、
平
成

二
十
四
年
二
月
一
日
現
在
、
同
県
伊
具
郡
丸
森
町
に
お
い
て
六
十
五
人
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
で
は
、
法
律
、
医
療
及
び
原
子
力
工
学
そ
の
他
の
原
子
力
関
連
技
術
に
関
す
る
学
識
経
験

を
有
す
る
者
が
、
公
正
中
立
な
立
場
か
ら
審
議
を
行
い
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百

二



四
十
七
号
）
に
基
づ
き
賠
償
さ
れ
る
べ
き
損
害
の
範
囲
等
に
つ
い
て
の
指
針
を
示
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
東
京
電
力

株
式
会
社
福
島
第
一
、
第
二
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
原
子
力
損
害
の
範
囲
の
判
定
等
に
関
す
る
中
間
指
針
追
補
（
自
主

的
避
難
等
に
係
る
損
害
に
つ
い
て
）
」
（
平
成
二
十
三
年
十
二
月
六
日
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
決
定
。
以
下
「
中
間

指
針
追
補
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
原
子
力
発
電
所
か
ら
の
距
離
、
「
避
難
指
示
等
対
象
区
域
」
と
の
近
接
性
、
政
府

や
地
方
公
共
団
体
か
ら
公
表
さ
れ
た
放
射
線
量
に
関
す
る
情
報
、
住
民
の
自
主
的
避
難
の
状
況
等
の
要
素
を
総
合
的
に
勘
案

し
て
、
「
自
主
的
避
難
等
対
象
区
域
」
を
設
定
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
福
島
県
内
の
市
町
村
別
の
自
主
的
避
難
者
の
数
に
つ

い
て
は
、
御
指
摘
の
と
お
り
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
五
日
現
在
の
も
の
を
用
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
そ

の
後
の
同
県
の
調
査
に
お
い
て
、
同
県
内
の
全
市
町
村
の
市
町
村
別
の
自
主
的
避
難
者
の
数
を
把
握
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ

た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
中
間
指
針
追
補
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
同
県
か
ら
報
告
を
受
け
た
同
月
か
ら
同
年
九
月
ま

で
の
同
県
全
体
に
お
け
る
自
主
的
避
難
者
の
数
、
同
県
及
び
総
務
省
が
公
表
し
て
い
る
同
県
内
の
人
口
の
推
移
等
を
、
同
県

内
の
地
域
ご
と
の
自
主
的
避
難
者
の
数
の
動
向
を
推
計
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
用
い
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後

と
も
、
各
地
域
に
お
け
る
自
主
的
避
難
者
の
数
を
把
握
す
る
た
め
、
最
も
実
情
を
把
握
し
得
る
立
場
に
あ
る
地
方
公
共
団
体

に
照
会
す
る
な
ど
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三


